
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
設
備

及
び
運
営
の
基
準
を
定
め
る
条
例
新
旧
対
照
表
（
第
一
条
関
係
）

新

旧

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当

第
二
条

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当

該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
・
二
略

一
・
二
略

三

多
機
能
型

生
活
介
護
の
事
業
、
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
（
障
害
者
の
日
常

三

多
機
能
型

生
活
介
護
の
事
業
、
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
（
障
害
者
の
日
常

生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
八

生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
八

年
厚
生
労
働
省
令
第
十
九
号
。
第
三
十
七
条
、
第
五
十
七
条
及
び
第
八
十
八
条
第

年
厚
生
労
働
省
令
第
十
九
号
。
第
三
十
七
条
、
第
五
十
七
条
及
び
第
八
十
八
条
第

四
項
を
除
き
、
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
六
条
の
六
第
一
号
の
自
立
訓
練
（

四
項
を
除
き
、
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
六
条
の
六
第
一
号
の
自
立
訓
練
（

機
能
訓
練
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
事
業
、
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
（
同

機
能
訓
練
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
事
業
、
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
（
同

条
第
二
号
の
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
事
業
、
就
労

条
第
二
号
の
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
事
業
、
就
労

移
行
支
援
の
事
業
、
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
（
規
則
第
六
条
の
十
第
一
号
の
就
労
継

移
行
支
援
の
事
業
、
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
（
規
則
第
六
条
の
十
第
一
号
の
就
労
継

続
支
援
Ａ
型
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
事
業
及
び
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
（
同
条

続
支
援
Ａ
型
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
事
業
及
び
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
（
同
条

第
二
号
の
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
事
業
並
び
に
児
童
発

第
二
号
の
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
事
業
並
び
に
児
童
発

達
支
援
（
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
六
条
の
二
の

達
支
援
（
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
六
条
の
二
の

二
第
二
項
の
児
童
発
達
支
援
を
い
う
。
）
の
事
業
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（

二
第
二
項
の
児
童
発
達
支
援
を
い
う
。
）
の
事
業
、
医
療
型
児
童
発
達
支
援
（
同

同
条
第
三
項
の
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
）
の
事
業
、
居
宅
訪
問
型
児

条
第
三
項
の
医
療
型
児
童
発
達
支
援
を
い
う
。
）
の
事
業
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

童
発
達
支
援
（
同
条
第
四
項
の
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
を
い
う
。
）
の
事
業

ビ
ス
（
同
条
第
四
項
の
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
）
の
事
業
、
居
宅
訪

及
び
保
育
所
等
訪
問
支
援
（
同
条
第
五
項
の
保
育
所
等
訪
問
支
援
を
い
う
。
）
の

問
型
児
童
発
達
支
援
（
同
条
第
五
項
の
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
を
い
う
。
）

事
業
の
う
ち
二
以
上
の
事
業
を
一
体
的
に
行
う
こ
と
（
同
法
に
規
定
す
る
事
業
の

の
事
業
及
び
保
育
所
等
訪
問
支
援
（
同
条
第
六
項
の
保
育
所
等
訪
問
支
援
を
い
う

み
を
行
う
場
合
を
除
く
。
）
を
い
う
。

。
）
の
事
業
の
う
ち
二
以
上
の
事
業
を
一
体
的
に
行
う
こ
と
（
同
法
に
規
定
す
る

事
業
の
み
を
行
う
場
合
を
除
く
。
）
を
い
う
。

（
療
養
介
護
の
取
扱
方
針
）

（
療
養
介
護
の
取
扱
方
針
）

第
十
六
条

１
略

第
十
六
条

１
略



２

療
養
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
利
用
者
の
意
思
決
定
の
支
援
に
配
慮
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

３
・
４
略

２
・
３
略

（
療
養
介
護
計
画
の
作
成
等
）

（
療
養
介
護
計
画
の
作
成
等
）

第
十
七
条

１
略

第
十
七
条

１
略

２

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
療
養
介
護
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
適
切
な
方

２

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
療
養
介
護
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
適
切
な
方

法
に
よ
り
、
利
用
者
に
つ
い
て
、
そ
の
有
す
る
能
力
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
及

法
に
よ
り
、
利
用
者
に
つ
い
て
、
そ
の
有
す
る
能
力
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
及

び
日
常
生
活
全
般
の
状
況
等
の
評
価
を
通
じ
て
利
用
者
の
希
望
す
る
生
活
及
び
課
題

び
日
常
生
活
全
般
の
状
況
等
の
評
価
を
通
じ
て
利
用
者
の
希
望
す
る
生
活
及
び
課
題

等
の
把
握
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
と
い
う
。
）
を
行
う
と
と

等
の
把
握
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
と
い
う
。
）
を
行
い
、
利

も
に
、
利
用
者
の
自
己
決
定
の
尊
重
及
び
意
思
決
定
の
支
援
に
配
慮
し
つ
つ
、
利
用

用
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
上
で
の
適
切

者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
上
で
の
適
切
な

な
支
援
内
容
の
検
討
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

支
援
内
容
の
検
討
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
が
自
ら
意

思
を
決
定
す
る
こ
と
に
困
難
を
抱
え
る
場
合
に
は
、
適
切
に
意
思
決
定
の
支
援
を
行

う
た
め
、
当
該
利
用
者
の
意
思
及
び
選
好
並
び
に
判
断
能
力
等
に
つ
い
て
丁
寧
に
把

握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
・
５
略

３
・
４
略

６

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
療
養
介
護
計
画
の
作
成
に
係
る
会
議
（
利
用
者
及
び

５

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
療
養
介
護
計
画
の
作
成
に
係
る
会
議
（
利
用
者
に
対

当
該
利
用
者
に
対
す
る
療
養
介
護
の
提
供
に
当
た
る
担
当
者
等
を
招
集
し
て
行
う
会

す
る
療
養
介
護
の
提
供
に
当
た
る
担
当
者
等
を
招
集
し
て
行
う
会
議
を
い
い
、
テ
レ

議
を
い
い
、
テ
レ
ビ
電
話
装
置
そ
の
他
の
情
報
通
信
機
器
（
以
下
「
テ
レ
ビ
電
話
装

ビ
電
話
装
置
そ
の
他
の
情
報
通
信
機
器
（
以
下
「
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
」
と
い
う
。

置
等
」
と
い
う
。
）
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
）
を
開
催
し

）
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
）
を
開
催
し
、
前
項
の
療
養
介

、
当
該
利
用
者
の
生
活
に
対
す
る
意
向
等
を
改
め
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
前
項
の

護
計
画
の
原
案
の
内
容
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

療
養
介
護
計
画
の
原
案
の
内
容
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

７

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
第
五
項
の
療
養
介
護
計
画
の
原
案
の
内
容
に
つ
い
て

６

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
第
四
項
の
療
養
介
護
計
画
の
原
案
の
内
容
に
つ
い
て

利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
説
明
を
行
い
、
書
面
に
よ
り
利
用
者
の
同
意
を
得

利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
説
明
を
行
い
、
書
面
に
よ
り
利
用
者
の
同
意
を
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
療
養
介
護
計
画
を
作
成
し
た
際
に
は
、
当
該
療
養
介

７

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
療
養
介
護
計
画
を
作
成
し
た
際
に
は
、
当
該
療
養
介



護
計
画
を
利
用
者
及
び
当
該
利
用
者
又
は
障
害
児
の
保
護
者
に
対
し
て
指
定
計
画
相

護
計
画
を
利
用
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

談
支
援
又
は
指
定
障
害
児
相
談
支
援
（
児
童
福
祉
法
第
二
十
四
条
の
二
十
六
第
二
項

の
指
定
障
害
児
相
談
支
援
を
い
う
。
）
を
行
う
者
（
以
下
こ
れ
ら
を
「
指
定
特
定
相

談
支
援
事
業
者
等
」
と
い
う
。
）
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

９
・

略

８
・
９
略

10第
二
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
九
項
の
療
養
介
護
計
画
の
変
更
に
つ
い

第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
八
項
の
療
養
介
護
計
画
の
変
更
に
つ
い

11

10

て
準
用
す
る
。

て
準
用
す
る
。

（
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
の
責
務
）

（
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
の
責
務
）

第
十
八
条

１
略

第
十
八
条

略

２

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
業
務
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
の
自
己
決
定

の
尊
重
を
原
則
と
し
た
上
で
、
利
用
者
が
自
ら
意
思
を
決
定
す
る
こ
と
に
困
難
を
抱

え
る
場
合
に
は
、
適
切
に
利
用
者
へ
の
意
思
決
定
の
支
援
が
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
職
員
の
配
置
の
基
準
）

（
職
員
の
配
置
の
基
準
）

第
三
十
九
条

生
活
介
護
事
業
者
が
生
活
介
護
事
業
所
に
置
く
べ
き
職
員
及
び
そ
の
員

第
三
十
九
条

生
活
介
護
事
業
者
が
生
活
介
護
事
業
所
に
置
く
べ
き
職
員
及
び
そ
の
員

数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
・
二
略

一
・
二
略

三

看
護
職
員
（
保
健
師
又
は
看
護
師
若
し
く
は
准
看
護
師
を
い
う
。
以
下
同
じ
。

三

看
護
職
員
（
保
健
師
又
は
看
護
師
若
し
く
は
准
看
護
師
を
い
う
。
以
下
同
じ
。

）
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
及
び
生
活
支
援
員

）
、
理
学
療
法
士
又
は
作
業
療
法
士
及
び
生
活
支
援
員

イ

看
護
職
員
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
及
び
生
活
支
援

イ

看
護
職
員
、
理
学
療
法
士
又
は
作
業
療
法
士
及
び
生
活
支
援
員
の
総
数
は
、

員
の
総
数
は
、
生
活
介
護
の
単
位
ご
と
に
、
常
勤
換
算
方
法
で
、

か
ら

ま

生
活
介
護
の
単
位
ご
と
に
、
常
勤
換
算
方
法
で
、

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
利

(1)

(3)

(1)

(3)

で
に
掲
げ
る
利
用
者
の
平
均
障
害
支
援
区
分
（
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ

用
者
の
平
均
障
害
支
援
区
分
（
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定

ろ
に
よ
り
算
定
し
た
障
害
支
援
区
分
の
平
均
値
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
応

し
た
障
害
支
援
区
分
の
平
均
値
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

じ
、
そ
れ
ぞ
れ

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
数
と
す
る
こ
と
。

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
数
と
す
る
こ
と
。

(1)

(3)

(1)

(3)

～

略

～

略

(1)

(3)

(1)

(3)

ロ

略

ロ

略

ハ

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
の
数
は
、
利
用
者
に
対
し
て

ハ

理
学
療
法
士
又
は
作
業
療
法
士
の
数
は
、
利
用
者
に
対
し
て
日
常
生
活
を
営

日
常
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
機
能
の
減
退
を
防
止
す
る
た
め
の
訓
練
を
行

む
た
め
に
必
要
な
機
能
の
減
退
を
防
止
す
る
た
め
の
訓
練
を
行
う
場
合
は
、
生



う
場
合
は
、
生
活
介
護
の
単
位
ご
と
に
、
当
該
訓
練
を
行
う
た
め
に
必
要
な
数

活
介
護
の
単
位
ご
と
に
、
当
該
訓
練
を
行
う
た
め
に
必
要
な
数
と
す
る
こ
と
。

と
す
る
こ
と
。

ニ

略

ニ

略

四

略

四

略

２
・
３
略

２
・
３
略

４

第
一
項
第
三
号
の
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
を
確
保
す
る
こ

４

第
一
項
第
三
号
の
理
学
療
法
士
又
は
作
業
療
法
士
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
者
に
代
え
て
、
日
常
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要

合
に
は
、
こ
れ
ら
の
者
に
代
え
て
、
日
常
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
機
能
の
減
退

な
機
能
の
減
退
を
防
止
す
る
た
め
の
訓
練
を
行
う
能
力
を
有
す
る
看
護
師
そ
の
他
の

を
防
止
す
る
た
め
の
訓
練
を
行
う
能
力
を
有
す
る
看
護
師
そ
の
他
の
者
を
機
能
訓
練

者
を
機
能
訓
練
指
導
員
と
し
て
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

指
導
員
と
し
て
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

５
～
８
略

５
～
８
略

（
職
員
の
配
置
の
基
準
）

（
職
員
の
配
置
の
基
準
）

第
五
十
二
条

自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
自
立
訓
練
（
機

第
五
十
二
条

自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
自
立
訓
練
（
機

能
訓
練
）
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
自
立
訓
練

能
訓
練
）
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
自
立
訓
練

（
機
能
訓
練
）
事
業
所
」
と
い
う
。
）
に
置
く
べ
き
職
員
及
び
そ
の
員
数
は
、
次
の

（
機
能
訓
練
）
事
業
所
」
と
い
う
。
）
に
置
く
べ
き
職
員
及
び
そ
の
員
数
は
、
次
の

と
お
り
と
す
る
。

と
お
り
と
す
る
。

一

略

一

略

二

看
護
職
員
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
及
び
生
活
支
援
員

二

看
護
職
員
、
理
学
療
法
士
又
は
作
業
療
法
士
及
び
生
活
支
援
員

イ

看
護
職
員
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
及
び
生
活
支
援

イ

看
護
職
員
、
理
学
療
法
士
又
は
作
業
療
法
士
及
び
生
活
支
援
員
の
総
数
は
、

員
の
総
数
は
、
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
事
業
所
ご
と
に
、
常
勤
換
算
方
法
で

自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
事
業
所
ご
と
に
、
常
勤
換
算
方
法
で
、
利
用
者
の
数

、
利
用
者
の
数
を
六
で
除
し
た
数
以
上
と
す
る
こ
と
。

を
六
で
除
し
た
数
以
上
と
す
る
こ
と
。

ロ

略

ロ

略

ハ

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
の
数
は
、
自
立
訓
練
（
機
能

ハ

理
学
療
法
士
又
は
作
業
療
法
士
の
数
は
、
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
事
業
所

訓
練
）
事
業
所
ご
と
に
、
一
以
上
と
す
る
こ
と
。

ご
と
に
、
一
以
上
と
す
る
こ
と
。

ニ

略

ニ

略

三

略

三

略

２
・
３
略

２
・
３
略

４

第
一
項
第
二
号
の
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
を
確
保
す
る
こ

４

第
一
項
第
二
号
の
理
学
療
法
士
又
は
作
業
療
法
士
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
者
に
代
え
て
、
日
常
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要

合
に
は
、
こ
れ
ら
の
者
に
代
え
て
、
日
常
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
機
能
の
減
退



な
機
能
の
減
退
を
防
止
す
る
た
め
の
訓
練
を
行
う
能
力
を
有
す
る
看
護
師
そ
の
他
の

を
防
止
す
る
た
め
の
訓
練
を
行
う
能
力
を
有
す
る
看
護
師
そ
の
他
の
者
を
機
能
訓
練

者
を
機
能
訓
練
指
導
員
と
し
て
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

指
導
員
と
し
て
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

５
～
９
略

５
～
９
略

（
地
域
生
活
へ
の
移
行
の
た
め
の
支
援
）

（
地
域
生
活
へ
の
移
行
の
た
め
の
支
援
）

第
五
十
四
条

自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
事
業
者
は
、
利
用
者
が
地
域
に
お
い
て
自
立

第
五
十
四
条

自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
事
業
者
は
、
利
用
者
が
地
域
に
お
い
て
自
立

し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
第
六
十
一
条
の
二
の

し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
第
六
十
三
条
第
一
項

就
労
移
行
支
援
事
業
者
そ
の
他
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
連
携
し
、
必
要
な

の
就
労
移
行
支
援
事
業
者
そ
の
他
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
連
携
し
、
必
要

調
整
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
調
整
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

略

２

略

（
準
用
）

（
準
用
）

第
五
十
五
条

第
八
条
、
第
九
条
、
第
十
三
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
、
第
二
十
二
条
第

第
五
十
五
条

第
八
条
、
第
九
条
、
第
十
三
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
、
第
二
十
二
条
第

三
項
、
第
二
十
四
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
、
第
二
十
八
条
か
ら
第
三
十
二
条
の
二

三
項
、
第
二
十
四
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
、
第
二
十
八
条
か
ら
第
三
十
二
条
の
二

ま
で
、
第
三
十
四
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
四
十
条
、
第
四
十
一
条
及
び
第
四

ま
で
、
第
三
十
四
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
四
十
条
、
第
四
十
一
条
及
び
第
四

十
四
条
の
二
か
ら
第
四
十
九
条
ま
で
の
規
定
は
、
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
の
事
業

十
四
条
の
二
か
ら
第
四
十
九
条
ま
で
の
規
定
は
、
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
の
事
業

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
十
七

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
十
七

条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
七
条
第
一
項
」

条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
七
条
第
一
項
」

と
、
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
計
画
」
と
、
同

と
、
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
計
画
」
と
、
同

項
第
二
号
中
「
第
二
十
八
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用

項
第
二
号
中
「
第
二
十
八
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用

す
る
第
二
十
八
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
三
十
条
第
二
項
」
と
あ
る
の

す
る
第
二
十
八
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
三
十
条
第
二
項
」
と
あ
る
の

は
「
第
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「

は
「
第
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「

第
三
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
二

第
三
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
二

条
第
二
項
」
と
、
第
十
六
条
第
一
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
五

条
第
二
項
」
と
、
第
十
六
条
第
一
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
五

条
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第
一
項
」
と
、
第
十
七
条
中
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ

条
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第
一
項
」
と
、
第
十
七
条
中
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ

る
の
は
「
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
計
画
」
と
、
同
条
第
九
項
中
「
六
月
」
と
あ
る

る
の
は
「
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
計
画
」
と
、
同
条
第
八
項
中
「
六
月
」
と
あ
る

の
は
「
三
月
」
と
、
第
十
八
条
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
五
条
に
お
い
て

の
は
「
三
月
」
と
、
第
十
八
条
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
五
条
に
お
い
て

準
用
す
る
前
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

準
用
す
る
前
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
準
用
）

（
準
用
）

第
六
十
条

第
八
条
、
第
九
条
、
第
十
三
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
、
第
二
十
二
条
第
三

第
六
十
条

第
八
条
、
第
九
条
、
第
十
三
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
、
第
二
十
二
条
第
三



項
、
第
二
十
四
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
、
第
二
十
八
条
か
ら
第
三
十
二
条
の
二
ま

項
、
第
二
十
四
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
、
第
二
十
八
条
か
ら
第
三
十
二
条
の
二
ま

で
、
第
三
十
四
条
か
ら
第
三
十
六
条
ま
で
、
第
四
十
条
、
第
四
十
一
条
、
第
四
十
四

で
、
第
三
十
四
条
か
ら
第
三
十
六
条
ま
で
、
第
四
十
条
、
第
四
十
一
条
、
第
四
十
四

条
の
二
か
ら
第
四
十
九
条
ま
で
、
第
五
十
三
条
及
び
第
五
十
四
条
の
規
定
は
、
自
立

条
の
二
か
ら
第
四
十
九
条
ま
で
、
第
五
十
三
条
及
び
第
五
十
四
条
の
規
定
は
、
自
立

訓
練
（
生
活
訓
練
）
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
条

訓
練
（
生
活
訓
練
）
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
条

第
二
項
第
一
号
中
「
第
十
七
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
条
に
お
い
て
準
用

第
二
項
第
一
号
中
「
第
十
七
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
条
に
お
い
て
準
用

す
る
第
十
七
条
第
一
項
」
と
、
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
自
立
訓
練
（
生

す
る
第
十
七
条
第
一
項
」
と
、
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
自
立
訓
練
（
生

活
訓
練
）
計
画
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
十
八
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

活
訓
練
）
計
画
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
十
八
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

六
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
八
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
三
十

六
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
八
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
三
十

条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
条
第
二
項
」
と

条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
条
第
二
項
」
と

、
同
項
第
四
号
中
「
第
三
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
条
に
お
い
て
準

、
同
項
第
四
号
中
「
第
三
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
条
に
お
い
て
準

用
す
る
第
三
十
二
条
第
二
項
」
と
、
第
十
六
条
第
一
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る

用
す
る
第
三
十
二
条
第
二
項
」
と
、
第
十
六
条
第
一
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る

の
は
「
第
六
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第
一
項
」
と
、
第
十
七
条
中
「
療
養
介

の
は
「
第
六
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第
一
項
」
と
、
第
十
七
条
中
「
療
養
介

護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
計
画
」
と
、
同
条
第
九
項
中
「

護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
計
画
」
と
、
同
条
第
八
項
中
「

六
月
」
と
あ
る
の
は
「
三
月
」
と
、
第
十
八
条
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十

六
月
」
と
あ
る
の
は
「
三
月
」
と
、
第
十
八
条
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十

条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
」
と
、
第
四
十
条
第
二
項
中
「
六
人
以
上
」
と
あ
る
の

条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
」
と
、
第
四
十
条
第
二
項
中
「
六
人
以
上
」
と
あ
る
の

は
「
宿
泊
型
自
立
訓
練
以
外
の
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
に
あ
っ
て
は
六
人
以
上
、

は
「
宿
泊
型
自
立
訓
練
以
外
の
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
に
あ
っ
て
は
六
人
以
上
、

宿
泊
型
自
立
訓
練
に
あ
っ
て
は
十
人
以
上
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

宿
泊
型
自
立
訓
練
に
あ
っ
て
は
十
人
以
上
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
規
模
）

第
六
十
一
条
の
二

就
労
移
行
支
援
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
就
労
移
行
支
援
事
業

者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
就
労
移
行
支
援
事
業
所
」

と
い
う
。
）
は
、
十
人
以
上
の
人
員
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
規
模
を
有
す
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
職
員
の
配
置
の
基
準
）

（
職
員
の
配
置
の
基
準
）

第
六
十
三
条

就
労
移
行
支
援
事
業
者
が
就
労
移
行
支
援
事
業
所
に
置
く
べ
き
職
員
及

第
六
十
三
条

就
労
移
行
支
援
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
就
労
移
行
支
援
事
業
者
」

び
そ
の
員
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
就
労
移
行
支
援
事
業
所
」
と
い

う
。
）
に
置
く
べ
き
職
員
及
び
そ
の
員
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
～
四
略

一
～
四
略

２
～
６
略

２
～
６
略



（
準
用
）

（
準
用
）

第
六
十
九
条

第
八
条
、
第
九
条
、
第
十
三
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
、
第
二
十
二
条
第

第
六
十
九
条

第
八
条
、
第
九
条
、
第
十
三
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
、
第
二
十
二
条
第

三
項
、
第
二
十
四
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
、
第
二
十
八
条
か
ら
第
三
十
二
条
の
二

三
項
、
第
二
十
四
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
、
第
二
十
八
条
か
ら
第
三
十
二
条
の
二

ま
で
、
第
三
十
四
条
か
ら
第
三
十
六
条
ま
で
、
第
三
十
八
条
、
第
四
十
条
、
第
四
十

ま
で
、
第
三
十
四
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
四
十
条
、
第
四
十
一
条
、
第
四
十

一
条
、
第
四
十
三
条
、
第
四
十
四
条
、
第
四
十
五
条
か
ら
第
四
十
九
条
ま
で
及
び
第

三
条
、
第
四
十
四
条
、
第
四
十
五
条
か
ら
第
四
十
九
条
ま
で
及
び
第
五
十
三
条
の
規

五
十
三
条
の
規
定
は
、
就
労
移
行
支
援
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

定
は
、
就
労
移
行
支
援
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九

お
い
て
、
第
九
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
十
七
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十

条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
十
七
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
九
条
に
お
い
て

九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
七
条
第
一
項
」
と
、
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の

準
用
す
る
第
十
七
条
第
一
項
」
と
、
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
就
労
移
行

は
「
就
労
移
行
支
援
計
画
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
十
八
条
第
二
項
」
と
あ
る

支
援
計
画
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
十
八
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十

の
は
「
第
六
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
八
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
三
号

九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
八
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
三
十
条

中
「
第
三
十
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十

第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
条
第
二
項
」
と

条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
第
三
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十

、
同
項
第
四
号
中
「
第
三
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
九
条
に
お
い
て

九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
二
条
第
二
項
」
と
、
第
十
六
条
第
一
項
中
「
次
条

準
用
す
る
第
三
十
二
条
第
二
項
」
と
、
第
十
六
条
第
一
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ

第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第
一
項
」
と
、
第

る
の
は
「
第
六
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第
一
項
」
と
、
第
十
七
条
中
「
療

十
七
条
中
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
就
労
移
行
支
援
計
画
」
と
、
同
条
第

養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
就
労
移
行
支
援
計
画
」
と
、
同
条
第
八
項
中
「
六
月

九
項
中
「
六
月
」
と
あ
る
の
は
「
三
月
」
と
、
第
十
八
条
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は

」
と
あ
る
の
は
「
三
月
」
と
、
第
十
八
条
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
九
条

「
第
六
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
」
と
、
第
四
十
条
第
一
項
中
「
生
活
介
護

に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
」
と
、
第
三
十
七
条
た
だ
し
書
及
び
第
四
十
条
第
一
項
中

事
業
所
」
と
あ
る
の
は
「
就
労
移
行
支
援
事
業
所
（
認
定
就
労
移
行
支
援
事
業
所
を

「
生
活
介
護
事
業
所
」
と
あ
る
の
は
「
就
労
移
行
支
援
事
業
所
（
認
定
就
労
移
行
支

除
く
。
）
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

援
事
業
所
を
除
く
。
）
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
規
模
等
に
関
す
る
特
例
）

（
規
模
等
に
関
す
る
特
例
）

第
八
十
八
条

多
機
能
型
に
よ
る
生
活
介
護
事
業
所
（
以
下
「
多
機
能
型
生
活
介
護
事

第
八
十
八
条

多
機
能
型
に
よ
る
生
活
介
護
事
業
所
（
以
下
「
多
機
能
型
生
活
介
護
事

業
所
」
と
い
う
。
）
、
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
事
業
所
（
以
下
「
多
機
能
型
自
立

業
所
」
と
い
う
。
）
、
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
事
業
所
（
以
下
「
多
機
能
型
自
立

訓
練
（
機
能
訓
練
）
事
業
所
」
と
い
う
。
）
、
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
所
（

訓
練
（
機
能
訓
練
）
事
業
所
」
と
い
う
。
）
、
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
所
（

以
下
「
多
機
能
型
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
所
」
と
い
う
。
）
、
就
労
移
行
支

以
下
「
多
機
能
型
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
所
」
と
い
う
。
）
、
就
労
移
行
支

援
事
業
所
（
以
下
「
多
機
能
型
就
労
移
行
支
援
事
業
所
」
と
い
う
。
）
、
就
労
継
続

援
事
業
所
（
以
下
「
多
機
能
型
就
労
移
行
支
援
事
業
所
」
と
い
う
。
）
、
就
労
継
続

支
援
Ａ
型
事
業
所
（
以
下
「
多
機
能
型
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
」
と
い
う
。
）

支
援
Ａ
型
事
業
所
（
以
下
「
多
機
能
型
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
」
と
い
う
。
）

及
び
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
（
以
下
「
多
機
能
型
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所

及
び
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
（
以
下
「
多
機
能
型
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所

」
と
い
う
。
）
（
以
下
「
多
機
能
型
事
業
所
」
と
総
称
す
る
。
）
は
、
一
体
的
に
事

」
と
い
う
。
）
（
以
下
「
多
機
能
型
事
業
所
」
と
総
称
す
る
。
）
は
、
一
体
的
に
事



業
を
行
う
多
機
能
型
事
業
所
の
利
用
定
員
（
多
機
能
型
に
よ
る
指
定
児
童
発
達
支
援

業
を
行
う
多
機
能
型
事
業
所
の
利
用
定
員
（
多
機
能
型
に
よ
る
指
定
児
童
発
達
支
援

（
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
の
基

（
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
の
基

準
等
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
岡
山
県
条
例
第
四
十
九
号
。
以
下
「
指
定
通

準
等
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
岡
山
県
条
例
第
四
十
九
号
。
以
下
「
指
定
通

所
支
援
条
例
」
と
い
う
。
）
第
五
条
の
指
定
児
童
発
達
支
援
を
い
う
。
）
の
事
業
又

所
支
援
条
例
」
と
い
う
。
）
第
五
条
の
指
定
児
童
発
達
支
援
を
い
う
。
）
の
事
業
、

は
指
定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
指
定
通
所
支
援
条
例
第
六
十
六
条
の
指
定
放
課

指
定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
（
指
定
通
所
支
援
条
例
第
五
十
六
条
の
指
定
医
療
型
児

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
）
の
事
業
（
以
下
「
多
機
能
型
児
童
発
達
支
援
事
業

童
発
達
支
援
を
い
う
。
）
の
事
業
又
は
指
定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
指
定
通
所

等
」
と
い
う
。
）
を
一
体
的
に
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所

支
援
条
例
第
六
十
六
条
の
指
定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
）
の
事
業
（
以

の
利
用
定
員
を
含
む
も
の
と
し
、
宿
泊
型
自
立
訓
練
の
利
用
定
員
を
除
く
。
）
の
合

下
「
多
機
能
型
児
童
発
達
支
援
事
業
等
」
と
い
う
。
）
を
一
体
的
に
行
う
場
合
に
あ

計
が
二
十
人
以
上
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
多
機
能
型
事
業
所
の
利
用
定
員

っ
て
は
、
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
の
利
用
定
員
を
含
む
も
の
と
し
、
宿
泊
型
自
立

を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
多
機
能
型
事
業
所
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る

訓
練
の
利
用
定
員
を
除
く
。
）
の
合
計
が
二
十
人
以
上
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

人
数
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
該
多
機
能
型
事
業
所
の
利
用
定
員
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
多
機
能
型
事
業
所
の

区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
人
数
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
～
三
略

一
～
三
略

２
～
４
略

２
～
４
略

附

則

附

則

（
生
活
介
護
事
業
所
に
置
く
べ
き
職
員
の
員
数
に
関
す
る
経
過
措
置
）

（
生
活
介
護
事
業
所
に
置
く
べ
き
職
員
の
員
数
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

当
分
の
間
、
第
一
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
に
対
し
生
活
介
護
を
提

第
二
条

当
分
の
間
、
第
一
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
に
対
し
生
活
介
護
を
提

供
す
る
生
活
介
護
事
業
所
に
置
く
べ
き
看
護
職
員
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又

供
す
る
生
活
介
護
事
業
所
に
置
く
べ
き
看
護
職
員
、
理
学
療
法
士
又
は
作
業
療
法
士

は
言
語
聴
覚
士
及
び
生
活
支
援
員
の
総
数
は
、
第
三
十
九
条
第
一
項
第
三
号
イ
の
規

及
び
生
活
支
援
員
の
総
数
は
、
第
三
十
九
条
第
一
項
第
三
号
イ
の
規
定
に
か
か
わ
ら

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
生
活
介
護
の
単
位
ご
と
に
、
常
勤
換
算
方
法
で
、
次
に
掲
げ
る

ず
、
生
活
介
護
の
単
位
ご
と
に
、
常
勤
換
算
方
法
で
、
次
に
掲
げ
る
数
の
合
計
以
上

数
の
合
計
以
上
の
数
と
す
る
。

の
数
と
す
る
。

一
・
二
略

一
・
二
略

２

略

２

略


